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委員会等の構成が
変わりました

任期満了により

◎委員長　○副委員長
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議
員
18
人
全
員
に
よ
る
、
正
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
投
票
の
結
果
、

議
長
に
青
柳
信
義
氏
、
副
議
長
に
浅
野
直
子
氏
を
選
任
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
各
委
員
会
の
委
員
を
選
任
・
選
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
第
３
回
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各

位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
富
谷
市
議
会
第
四
代
議
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄
で
は
あ
り
ま
す
が
、

果
た
す
べ
き
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
、
全
国
的

に
蔓
延
す
る
中
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆

様
の
日
常
生
活
や
地
域
経
済
に
甚
大
な
影
響
が
生
じ
て

お
り
ま
す
。

　
本
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

市
民
の
思
い
を
市
政
に
反
映
し
て
い
く
と
い
う
地
方
議

会
の
原
点
を
踏
ま
え
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議

会
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
議
会
制
民
主
主
義
の
本
旨
に
の
っ
と
り
、
議
長
と
し

て
全
力
を
傾
け
、
公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

富
谷
市
議
会
　
議
長
　
青
　
柳
　
信
　
義

新 
議 

長
に 

青
柳 

信
義 

氏

新
副
議
長
に 

浅
野 

直
子 

氏
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教室名

設置場所

不登校特例校とは

富谷市の不登校支援

　富谷市立富谷中学校　西成田教室

　西成田コミュニティセンター内（富谷市西成田）

※�西成田コミュニティセンター内の子育て支援セン
ターは、富谷中央公民館に移設。

　不登校児童生徒に対しその実態に配慮して特別に
編成された教育課程に基づく教育を行う学校です。
設置にあたっては、文部科学大臣の指定が必要で、
現在、全国で17校が指定され、東北では初めての
開設です。

富谷市の不登校の現状

不登校特例校のねらい

　小学校・中学校ともに、ここ数年、不登校の出現
率が高止まりしています。県平均を上回る学校も多
くなってきています。別室登校や教育支援センター
に通所して学習している児童生徒もいますが、さま
ざまな理由により欠席が続く児童生徒が多くみられ
ます。

　専任の教員がより意図的・計画的な教科指導を少
人数や個別の形態で実施することにより、学ぶ楽し
さと成長する喜びを感じながら、一人ひとりの社会
的自立に結び付けていくものです。

　　　新たな学びの場
不登校特例校 富谷中学校 西成田教室

令和４年４月開設へ　

初東北

取り巻く環境、要因によって、登校できなくなった生徒の
新たな学び場として開設します。

・学校に登校できない児童
　生徒をサポートします。
・各教科の補充学習，自主
　学習に取り組みます。
・相談活動や創作活動・軽
　運動・読書などをします。

・全ての授業で教科担任が授業
　を担当し，通常の学校と同じ
　学習が行えます。
・少人数での学習です。
・本校富谷中の行事や部活動に
　参加できます。

・登校ができても教室に入れ
　ない場合，別室で学習する
　ことができます。
・いつでも一部でも学級や行
　事にすぐ参加できます。

それぞれ
の特徴

教育支援センター
来所支援
学校支援
家庭支援
相談支援

市教育
相談員

スクール
ソーシャル
ワーカー

別室・学び支援教室
学　校
保健室
ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ
不登校担当

富谷中西成田教室
不登校特例校

西成田コミュニティセンター（旧西成田小学校）
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令
和
３
年
度
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
17
日
ま
で
の
17
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
決
算
、
各
種
特
別
会
計
決
算
お
よ
び
事
業
会
計
の

認
定
、
令
和
３
年
度
各
種
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
改
正
、
人
事
案
件
な
ど
、

全
て
の
議
案
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
11
人
の
議
員
か
ら
市
政
を
問
う
21
件
の
質
問
が
な
さ
れ
、

活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

令和２年度 決算
暮らしと教育が自慢できるまち
特集

デマンド型交通事業
　　　……………………672万円
市内の東部と北部区域沿線の地域を対象に、
デマンド型（予約乗合い）交通を導入し、実
証運行を開始しました。

認可保育所運営事業
　　　…………… 9億3,446万円
多様化する保育ニーズに対応するため、延長
保育や一時預かり保育に対し補助を行い、円
滑な運営に努めました。

小中学校コンピュータ教育事業
　　　………………………………… 3億7,514万円
ＧＩＧＡスクール構想の加速等により児童生徒用4,681台、教員用
141台のタブレット等を導入し、ＩＣＴ教育の環境整備を行いまし
た。
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● ● ● その他の主なつかいみち ● ● ●

● ● ● 新型コロナウイルス感染症の主な独自支援策 ● ● ●

○  企業誘致事業  1,480万円

○  とみや牛タンカレーふるさと便事業
　  49万円

○  売り上げ減少事業者支援事業
　  1,320万円

○  出張販売促進事業　  100万円
○  市民活動応接セット配布事業　 79万円

○  新生児特別定額給付金給付事業（３弾・
４弾）　  2,763万円

○  店舗等賃料補助事業（２弾・３弾）
　  1,729万円

○  マイナンバー普及促進事業
  3,874万円

○  テイクアウト利用促進事業
  1,369万円

○  融資保証料補給事業　  321万円

○  町内会館感染症予防対策事業
　  875万円○  感染症予防事業　  2,894万円

○  新型コロナウイルス感染症拡大防止協
力金　  5,070万円

○  町内会館整備事業　  4,746万円

○  ひとり親家庭等緊急支援事業（２弾・
３弾）　  1,471万円

○  側溝整備事業　  7,974万円

○  敬老祝い商品券事業　  1,522万円

○  事業継続支援事業　  7,540万円

○  子ども医療費助成事業
2億2,710万円

○  上下水道基本使用料免除補助金
　  8,569万円

○  一般廃棄物収集運搬処理事業
  2億3,959万円

○  割増し商品券事業　  1億3,828万円

防災啓発事業
　　　…………………3,548万円
正しい防災知識の普及と意識の高揚を図るた
め、新たにハザードマップを作成しました。

市道穀田三ノ関線道路改良事業
　　　…………… 1億1,413万円
富谷小中学校周辺の朝夕に発生する慢性的な
渋滞を解消するため、整備を進めています。
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令和２年度　各種会計決算の状況
種　　別 歳　　入 歳　　出 収支差引

一 般 会 計 219億4,583万円 207億2,881万円 12億1,702万円

特 別 会 計
国民健康保険 37億2,113万円 36億9,473万円 2,640万円
介 護 保 険 28億6,403万円 27億1,201万円 1億5,202万円
後期高齢者医療 3億9,744万円 3億8,822万円 922万円

下水道事業
収 益 的 収 支 11億2,942万円 10億4,395万円 8,547万円
資 本 的 収 支 1億3,213万円 3億1,385万円 △ 1億8,172万円

水 道 事 業
収 益 的 収 支 11億6,023万円 10億4,592万円 1億1,431万円
資 本 的 収 支 132万円 9,413万円 △ 　  9,281万円

207億2,881万円

一般会計

一般会計歳出

前年度比44％増過去最大の 決算規模
災害復旧費 4億9,441万円
議会費　　 1億5,170万円
労働費　　 0　4,679万円　などの経費

防犯、交通安全、市民バスの
運行などの経費

市が借りたお金やその利子を返還するための経費

児童・高齢者・障害者福祉、医療費
など福祉全般の経費

小中学校・幼稚園の管理、
生涯学習やスポーツ事業
などの経費

予防接種・検診・
ごみ処理などに
かかった経費

富谷消防署、消防団などの経費

農林振興および中小企業融資などの経費

道路の管理や改良、市営住宅、
公園管理などの経費

総務費
74億7,969万円

（36%）

その他 6億9,290万円（４%）

公債費 4億5,800万円（２%）

教育費
26億7,441万円

（13%）

衛生費
13億1,455万円

（６%）

民生費
56億9,330万円

（28%）

農林水産業費・商工費 6億3,597万円（３%）

消防費
6億7,511万円

（３%）土木費 11億488万円（５%）

歳出
207億
2,881万円

※�令和２年度富谷市各種会計決算書に
記載の金額を掲載しています。
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　令和２年度の一般会計の決算は、歳入が219億4,583万円、歳出が207億2,881万円となり、前年度比で歳入
42.6％、歳出44.0％の増となりました。
　新型コロナウイルス感染症対策に関連する感染予防と経済的支援として、本市の独自支援策全82事業のうち69事
業が、令和２年度決算を迎え、加えて、特別定額給付金給付事業をはじめとする補助事業も多かったことから、前年
度に引き続き、歳入歳出ともに過去最大の決算規模となりました。
　実質収支（形式収支から翌年度への繰越金２億4,425万円を控除した額）は、９億7,277万円の黒字となり、この
黒字分は令和３年度の事業に充てるほか、事業の経済的安定に備え、基金に積み立てます。
　プライマリーバランスは、引き続き大幅な黒字を確保しており、また、市債残高は、３年連続で減少しています。
　令和２年度の自主財源は約85億円で、歳入の39％を占めています。歳出は特別定額給付金の給付などを行ったこ
とにより総務費が全体の36％を占め、民生費では、児童手当の支給や市立保育所の管理運営、障害者福祉事業、生
活保護費の支給などを行いました。

歳入歳出のあらまし

一般会計

過去最大の 決算規模
前年度に引き続き

令和２
年度

決算認
定

国や銀行から借りたお金

皆さんが市に納めた税金
（市民税、固定資産税、
　軽自動車税など）

令和元年度から
令和２年度へ繰
り越したお金

全国どこでも一定
の行政サービスが
受けられるよう、
国から配分される
お金

地方消費税などで、
国から一定の基準で
譲与されたお金

給食費、
雑入など

国や県が使いみちを
決めて交付するお金

市　税
63億1,905万円
（29%）

繰越金
10億145万円（４%）国・県支出金

98億6,134万円
（45%）

地方交付税
17億850万円
（８%）

市債
3億8,000万円（２%）譲与税・交付金

13億8,407万円（６%）

諸収入
5億8,515万円
（２%）

使用料・手数料
1億510万円（１%）その他

6億117万円（３%）

歳入
219億
4,583万円

自主財源
39%

依存財源
61%

7 とみや議会だより 第21号
2021年（令和３年）11月１日

議
案
審
査

一
般
質
問

委
員
会
活
動

決
算
審
査



令和２年度 決算審査および監査意見
こんな質疑がありました

地
域
情
報
化
推
進

　
　
事
業
費
が
、
前
年
度
に

比
べ
４
倍
の
８
８
０
万
円
と

な
っ
た
理
由
は
。

　
　
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
６
７
０

万
円
ほ
ど
要
し
た
た
め
で
す
。

　
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
、
使

い
づ
ら
い
、
見
に
く
い
と
の

意
見
が
多
く
聞
か
れ
ま
す
が
。

　
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ば

か
り
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
声
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、

改
善
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
　
市
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
友
だ

ち
登
録
者
数
と
登
録
者
数
増

へ
の
方
法
は
。

　
　
令
和
２
年
度
末
の
登
録

者
数
は
３
４
０
０
人
で
す
。

現
在
は
６
８
０
０
人
ほ
ど
に

増
え
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
媒
体
、
方
法
で
周
知
を
図

り
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
型
交
通

　
　
デ
マ
ン
ド
型
交
通
事
業

問答問答問答問

費
６
７
０
万
円
の
内
訳
は
。

　
　
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の

委
託
費
が
４
９
２
万
円
、
車

両
の
賃
貸
借
が
１
３
９
万
円
、

損
害
共
済
保
険
11
万
円
と
燃

料
代
、
そ
の
他
時
刻
表
印
刷
、

コ
ロ
ナ
対
策
費
等
で
20
万
円

で
す
。

　
　
利
用
予
測
と
実
績
は
。

　
　
１
日
６
人
以
上
の
利
用

を
予
測
し
て
い
ま
し
た
。
令

和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
影
響

等
で
目
標
に
達
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
令
和
３
年
度
に
１
日

当
た
り
６
人
前
後
の
方
が
利

用
し
て
い
ま
す
。

　
　
利
用
者
の
方
か
ら
の
意

見
や
要
望
は
。

　
　
指
定
乗
降
場
の
追
加
と

答問答問答

　
令
和
２
年
度
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
、
歳
入
歳
出
と
も
に

増
大
し
、
前
年
度
に
続
き
過

去
最
高
額
と
な
る
。

　
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事

業
に
対
す
る
迅
速
な
対
応
や
、

早
期
に
取
り
組
ま
れ
た
独
自

対
策
は
、
市
民
か
ら
大
き
な

評
価
を
受
け
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
現
状
と
予
測
を
的
確

に
捉
え
た
取
組
を
評
価
す
る
。

他
の
事
業
も
、
選
択
と
集
中

に
よ
り
確
実
に
推
進
さ
れ
た
。

　
国
庫
支
出
金
を
除
い
た
収

入
未
済
額
は
、
一
般
会
計
が

１
億
４
７
２
５
万
円
、
特
別

会
計
が
１
億
８
３
２
万
円
と

な
る
。
富
谷
市
債
権
管
理
条

運
行
時
刻
の
変
更
要
望
が
あ

り
、
乗
降
場
は
15
カ
所
追
加

し
ま
し
た
。
ま
た
、
運
行
時

刻
も
今
年
の
４
月
よ
り
要
望

に
基
づ
き
変
更
し
て
い
ま
す
。

移
住
支
援

　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

担
当
業
務
は
。

　
　
３
年
度
に
委
嘱
し
た
３

人
と
令
和
２
年
度
に
委
嘱
し

て
い
た
３
人
が
一
緒
に
、
観

光
交
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
と

み
や
ど
」
へ
誘
客
を
す
る
た

め
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
立
案

や
、
管
理
運
営
な
ど
を
担
っ

て
い
ま
す
。

問答

例
の
制
定
、
債
権
管
理
の
一

元
化
を
見
据
え
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
、
ま
た
、
新
た

に
設
置
さ
れ
た
収
納
対
策
室

の
対
応
に
期
待
す
る
。

　
全
般
的
に
行
政
改
革
の
取

組
の
成
果
に
よ
り
、
単
年
度

収
支
お
よ
び
実
質
単
年
度
収

支
が
黒
字
と
な
り
、
基
金
残

高
は
過
去
最
高
水
準
を
更
新

す
る
一
方
、
市
債
、
未
償
還

残
高
は
年
々
減
少
し
て
い
る
。

　
庁
内
部
局
間
の
連
携
強
化

は
も
と
よ
り
、
事
務
処
理
の

適
正
化
等
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
住
民
ニ
ー
ズ
や
費
用
対
効

果
の
検
証
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
富
谷
市
代
表
監
査
委
員　

眞
山 

巳
千
子

総
務・財
政

　
令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
お
よ
び
公
営
企

業
会
計
に
つ
い
て
、
議
長
を
除
く
17
人
の
議
員
で
構
成
す

る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
審
議
し
ま
し
た
。

同
委
員
会
は
９
月
10
日
か
ら
14
日
ま
で
審
査
を
行
い
、
一

般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
賛
成
多
数
、
そ
れ

以
外
の
会
計
は
全
会
一
致
で
賛
成
と
な
り
、
原
案
の
と
お

り
認
定
す
る
も
の
と
決
定
し
、
定
例
会
最
終
日
の
本
会
議

に
お
い
て
可
決
認
定
し
ま
し
た
。

監
査
委
員
の意 

見

　▲ 地域おこし協力隊
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企
業
誘
致

　
　
企
業
へ
の
、
市
独
自
の

ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
結
果
は
。

　
　
企
業
が
重
要
視
し
て
い

る
の
は
人
材
育
成
、
人
材
確

保
、
そ
し
て
資
金
的
優
遇
の

３
点
で
し
た
。

　
　
企
業
と
人
材
の
マ
ッ
チ

ン
グ
に
つ
い
て
は
。

　
　
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
＋
の
塾
生
と
、

県
の
「
み
や
ぎ
し
ご
と
サ

ポ
ー
タ
ー
」
と
つ
な
ぎ
、
具

体
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

有
害
鳥
獣
対
策

　
　
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
に
対
し
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
た
成
果
は
。

　
　
自
動
捕
獲
わ
な
、
く
く

り
わ
な
セ
ン
サ
ー
、
監
視
用

カ
メ
ラ
を
導
入
し
、
巡
回
等

の
負
担
軽
減
と
捕
獲
数
の
増

加
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

問答問答問答

民
生
費

　
　
民
生
費
は
、
毎
年
増
え

続
け
、
令
和
２
年
度
56
億
９

０
０
０
万
円
に
な
り
ま
し
た

が
、
要
因
は
。

　
　
児
童
福
祉
関
連
で
の
主

な
増
加
要
因
は
、
幼
児
教
育

の
無
償
化
、
子
ど
も
医
療
費

助
成
の
対
象
年
齢
拡
大
と
所

得
制
限
の
撤
廃
で
す
。
社
会

福
祉
、
老
人
福
祉
関
連
で
は
、

高
齢
者
の
増
加
に
よ
り
事
業

費
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

問答

割
増
商
品
券

　
　
割
増
商
品
券
を
購
入
し

た
世
帯
は
。

　
　

販
売
実
績
は
53
．３
％

で
し
た
。

シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
５
年
間
の
会
員
数
の
推

移
は
。

　
　
平
成
28
年
４
５
３
人
、

29
年
４
７
３
人
、
30
年
５
０

０
人
、
令
和
元
年
４
７
７
人
、

２
年
度
４
６
０
人
で
す
。

問答問答

　
　
今
後
の
民
生
費
の
見
通

し
は
。

　
　
今
後
も
民
生
費
の
増
が

予
測
さ
れ
、
制
度
や
サ
ー
ビ

ス
を
精
査
し
な
が
ら
、
予
算

編
成
を
検
討
し
ま
す
。

子
育
て
支
援

　
　
２
年
度
に
拡
充
し
た
産

後
ケ
ア
の
成
果
と
課
題
は
。

　
　
ケ
ア
の
内
容
や
助
産
院

の
ア
ド
バ
イ
ス
に
対
し
て
、

大
変
満
足
と
い
う
意
見
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
課
題
は
、

申
請
か
ら
サ
ー
ビ
ス
提
供
ま

で
時
間
を
要
す
る
こ
と
で
す
。

今
後
、
委
託
先
の
助
産
院
を

含
め
て
協
議
し
、
改
善
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答問答

と
み
ぷ
ら

（
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
＋
）

　
　
と
み
ぷ
ら
の
課
題
は
。

　
　
２
年
度
の
塾
生
は
、
２

７
０
人
と
多
く
、
う
れ
し
い

こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一

人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
支
援

が
難
し
く
、
現
在
、
課
題
解

決
に
向
け
て
動
い
て
い
ま
す
。

　
　

お
た
め
し
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
実
証
事
業
と
は
。

　
　
本
庁
各
課
の
行
政
課
題

や
地
域
課
題
を
集
約
し
て
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
さ
ら
に

検
証
す
る
中
で
官
民
協
働
で

問
題
解
決
を
図
る
、
本
市
で

生
ま
れ
た
新
し
い
取
組
で
す
。

問答問答

産
業・建
設

教
育・福
祉

障
が
い
福
祉

　
　
在
宅
酸
素
療
法
を
必
要

と
す
る
方
へ
の
、
災
害
等
に

よ
る
停
電
時
の
支
援
は
。

　
　
予
備
の
在
宅
酸
素
や
自

家
発
電
の
所
有
状
況
を
確
認

し
て
い
ま
す
。
大
雨
被
害
等

が
想
定
さ
れ
る
と
き
は
、
確

認
の
電
話
を
し
て
い
ま
す
。

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
と

４
年
４
月
開
設
予
定
の
不
登

校
特
例
校
は
、
並
行
し
て
運

用
さ
れ
る
の
で
す
か
。

　
　
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
は

今
後
も
継
続
し
、
小
学
生
、

中
学
生
を
受
け
入
れ
ま
す
。

不
登
校
特
例
校
は
、
中
学
生

が
受
け
入
れ
対
象
で
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育

　
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
が
、
成
果
は
。

　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
な
か
な
か

発
言
で
き
な
か
っ
た
児
童
が

積
極
的
に
発
言
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
り
、
表
現
力
の
向

上
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

問答問答問答

　▲ 囲いわな

　▲ 教育支援センター
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本
市
の
財
政
状
況
、
市
税

は
堅
調
に
伸
び
て
お
り
、
令

和
２
年
度
決
算
の
市
税
は
約

63
億
１
９
０
０
万
円
、
平
成

25
年
度
と
比
べ
て
７
億
２
５

　
国
保
加
入
者
の
う
ち
、
所

得
２
０
０
万
円
以
下
が
79
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

　
加
入
者
の
７
割
軽
減
世
帯

１
２
０
６
人
、
５
割
軽
減
世

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
関
連

で
は
、
特
例
定
額
給
付
、
本

市
独
自
の
支
援
策
に
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
み
ま

し
た
。
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の

　
令
和
２
年
度
は
、
被
保
険

者
数
お
よ
び
世
帯
数
が
増
加

に
転
じ
た
一
方
、
保
健
給
付

費
は
、
前
年
度
比
４
．９
ポ

イ
ン
ト
減
と
な
り
ま
し
た
。

０
０
万
円
増
で
す
。
実
質
収

支
も
９
億
７
２
７
７
万
円
で

し
た
。
基
金
は
変
わ
ら
ず
過

去
最
高
水
準
、
市
債
も
減
少

し
、
県
内
で
も
屈
指
の
健
全

財
政
で
す
。

　
本
市
は
市
民
要
望
に
こ
た

え
た
新
た
な
施
策
を
さ
ま
ざ

ま
実
現
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
課
題

も
あ
り
、
住
民
福
祉
の
向
上
、

よ
り
市
民
要
望
に
応
え
る
よ

う
期
待
を
込
め
、
反
対
し
ま

す
。

帯
８
５
２
人
、
２
割
軽
減
世

帯
７
４
５
人
が
軽
減
制
度
の

対
象
で
す
。

　
国
保
の
均
等
割
は
国
保
に

だ
け
あ
る
問
題
で
あ
り
、
子

ど
も
の
多
い
世
帯
ほ
ど
負
担

が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
２
０
２
２
年
度
か
ら
始
ま

る
、
子
ど
も
の
均
等
割
保
険

税
の
軽
減
は
未
就
学
児
ま
で

と
限
定
的
で
す
。
多
子
世
帯

へ
の
均
等
割
減
免
を
富
谷
市

と
し
て
も
検
討
が
必
要
だ
っ

た
と
考
え
反
対
し
ま
す
。

実
証
運
行
な
ど
の
新
規
施
策

の
推
進
、
農
作
物
有
害
鳥
獣

等
駆
除
事
業
、
中
小
企
業
制

度
融
資
事
業
、
災
害
対
応
な

ど
に
加
え
、
行
財
政
改
革
に

も
着
実
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

臨
時
財
政
対
策
債
の
新
規
借

り
入
れ
は
昨
年
度
に
引
き
続

き
ゼ
ロ
を
達
成
、
一
般
会
計

の
基
金
残
高
は
３
年
連
続
で

過
去
最
高
水
準
を
更
新
す
る

な
ど
、
健
全
な
財
政
運
営
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
な

る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が

図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、

賛
成
し
ま
す
。

　
国
保
税
に
つ
い
て
は
、
前

年
度
比
１
．４
ポ
イ
ン
ト
増

の
87
．９
％
と
、
県
内
で
も

高
い
収
納
率
を
維
持
し
ま
し

た
。
ま
た
国
保
財
政
調
整
基

金
を
活
用
し
、
被
保
険
者
の

負
担
軽
減
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
「
糖
尿
病
性
腎
症

重
症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
策
定
な
ど
、
新
た
な
取
り

組
み
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
市
民
の
さ
ら

な
る
健
康
の
保
持
増
進
が
図

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
賛

成
し
ま
す
。

多子世帯への
均等割減免を

より市民要望に
応えるよう期待

反対

反対

渡邊　清美 議員

藤原　　峻 議員

市民の健康増進に向け
適切な運用

新型コロナ施策と
健全財政を評価

賛成

賛成

佐藤　浩崇 議員

塩田　智明 議員

国民健康保険
特別会計

一般会計討論

討論

10とみや議会だより 第21号
2021年（令和３年）11月１日

議
案
審
査

一
般
質
問

委
員
会
活
動

決
算
審
査



　
　
認
可
保
育
所
設
置
事
業

の
、
施
設
の
規
模
と
受
け
入

れ
人
数
は
。

　
　
施
設
の
延
べ
床
面
積
は

約
１
１
０
０
㎡
で
す
。
受
け

入
れ
人
数
は
０
歳
児
が
６
人
、

１
～
２
歳
児
が
12
人
ず
つ
、

３
～
５
歳
児
が
20
人
ず
つ
で
、

定
員
合
計
90
人
で
す
。

　
　
時
短
要
請
等
関
連
事
業

者
支
援
事
業
の
内
容
は
。

　
　
宮
城
県
が
支
援
決
定
し

て
い
る
時
短
要
請
等
関
連
事

業
者
支
援
金
の
対
象
と
な
っ

た
事
業
者
へ
、
本
市
独
自
支

援
策
と
し
て
10
万
円
を
上
乗

せ
し
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言
、

ま
た
は
、
ま
ん
延
防
止
等
重

問答問答

点
措
置
に
よ
る
休
業
要
請
お

よ
び
時
短
要
請
に
よ
り
協
力

金
支
給
を
受
け
た
飲
食
店
は

除
か
れ
ま
す
。
事
業
者
数
は
、

３
０
０
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
　
不
登
校
特
例
校
と
、
３

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
違
い

は
。

　
　
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
支
援
員
、
ス
ー
パ
ー
バ

イ
ザ
ー
等
の
助
言
を
受
け
な

が
ら
、
自
主
的
な
補
充
学
習

あ
る
い
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
自
立
の
指
導
、

ケ
ア
を
行
う
と
と
も
に
、
相

談
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
不
登
校
特
例
校
で
は
、
県

問答

教
職
員
の
配
置
の
下
、
全
て

の
教
科
領
域
で
専
門
の
教
員

が
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。

　
　
ど
う
い
っ
た
人
員
の
配

置
で
す
か
。

　
　
不
登
校
生
徒
に
十
分
対

応
で
き
る
専
門
性
、
あ
る
い

は
経
験
、
力
量
あ
る
方
が
必

要
と
考
え
て
お
り
、
そ
れ
を

踏
ま
え
て
県
教
委
と
協
議
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
　
定
員
の
決
め
方
は
。

　
　
大
人
数
が
い
る
学
校
に

行
き
づ
ら
い
生
徒
を
救
う
場

所
で
あ
る
た
め
、
１
ク
ラ
ス

あ
た
り
６
人
程
度
、
施
設
の

大
き
さ
か
ら
定
員
合
計
20
人

程
度
が
望
ま
し
い
と
判
断
し

ま
し
た
。

　
　
保
護
者
の
ケ
ア
に
つ
い

て
の
検
討
は
。

　
　
保
護
者
同
士
の
つ
な
が

り
は
、
非
常
に
重
要
と
捉
え

て
い
ま
す
。
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
、
不
登
校
特
例
校
、
そ

の
他
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
保
護
者
の
方

問答問答問答

の
相
談
会
や
一
緒
に
語
り
合

う
会
な
ど
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
９
億
６
７

９
３
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
予
算
総
額
を
１

６
５
億
８
６
９
７
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
東
北
初
と
な
る
不
登
校
特
例
校
を
開
設
す
る
た
め

の
事
業
費
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
影
響
を
受
け
た
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
の
事
業

費
等
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

● ● ● 主なつかいみち ● ● ●

○  学校保健特別対策事業　  622万円
　小中学校における感染症対策を強化するため、サーキュレーター、
スポットエアコン他、衛生物品を購入します。

○  認可保育所設置事業　  2億 173万円
　認可保育園の移転新築に伴い、施設整備費を助成します。
　移転先：三ノ関坂ノ下

○  新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金支給事業
　  1億8,045万円

　８月20日から９月12日までの期間中、営業時間短縮の要請に全
面的に協力頂いた飲食店へ、前年度または前々年度の１日あたり売
上高に応じた協力金を支給します。

○  時短要請等関連事業者支援事業　  3,000万円
　県事業として実施する「宮城県時短要請等関連事業者支援金」
（８・９月分）の対象となる市内事業者へ、10万円の本市独自給付
を上乗せします。

○  不登校特例校整備事業　  625万円
　東北初となる不登校特例校（富谷中学校西成田教室）を開設（令
和４年４月）するため、西成田コミュニティセンターを改修します。

　
　
設
置
先
と
な
る
西
成
田

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は

一
般
の
利
用
者
も
い
る
施
設

で
す
が
、
不
登
校
特
例
校
設

置
に
よ
る
影
響
は
。

　
　
直
近
の
利
用
状
況
は
、

土
日
祝
日
や
平
日
夜
間
の
利

用
が
大
部
分
を
占
め
て
い
ま

す
。
特
例
校
の
設
置
に
よ
る

利
用
団
体
へ
の
影
響
は
少
な

問答

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
子
育
て
サ
ロ
ン
を
富
谷

中
央
公
民
館
へ
移
転
し
ま
す

が
、
受
け
入
れ
人
数
の
増
減

や
環
境
整
備
は
。

　
　
受
け
入
れ
人
数
は
従
来

と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
食
事
や

お
昼
寝
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

な
ど
を
整
備
し
、
３
年
中
に

移
転
す
る
予
定
で
す
。

問答

一

補

般

正

会

予

計

算

認
可
保
育
所
の
移
転
新
築
ほ
か
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第３回定例会（９/１〜９/17）　議案採決結果一覧

議　　　　　案
賛　
成

反　
対
議決結果

菊
池　
美
穂

佐
藤　
浩
崇

村
上　
　
治

塩
田　
智
明

渡
邊　
清
美

藤
原　
　
峻

金
子　
　
透

青
柳　
信
義

浅
野　
武
志

若
生　
英
俊

長
谷
川
る
美

髙
橋　
正
俊

菅
原　
福
治

出
川　
博
一

浅
野　
直
子

安
住　
稔
幸

畑
山　
和
晴

渡
邊　
俊
一

提
案
者

第

３

回

定

例

会

富谷市個人情報の保護に関する条例の
一部改正について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −

市

長

提

案

富谷市固定資産評価審査委員会条例の
一部改正について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −

富谷市職員の服務の宣誓に関する条例
の一部改正について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −

富谷市手数料条例の一部改正について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −

富谷市高齢者，障害者等の移動等円滑
化のために必要な道路の構造に関する
基準を定める条例の一部改正について

17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和３年度富谷市一般会計補正予算
（第６号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和３年度富谷市市営墓地特別会計補
正予算（第２号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和３年度富谷市国民健康保険特別会
計補正予算（第２号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和３年度富谷市介護保険特別会計補
正予算（第２号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

教育委員会教育長の任命につき同意を
求めることについて 17 0 原案同意 − − − − − − − − − − − − − − − − − −

令和３年度富谷市一般会計補正予算
（第７号） 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

人権擁護委員の候補者の推薦につき意
見を求めることについて 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和２年度富谷市一般会計歳入歳出決
算の認定について 15 2 原案認定 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和２年度富谷市国民健康保険特別会
計歳入歳出決算の認定について 15 2 原案認定 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和２年度富谷市介護保険特別会計歳
入歳出決算の認定について 17 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和２年度富谷市後期高齢者医療特別
会計歳入歳出決算の認定について 17 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和２年度富谷市下水道事業会計利益
処分及び決算の認定について 17 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

令和２年度富谷市水道事業会計利益処
分及び決算の認定について 17 0 原案認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

出産育児一時金の増額を求める意見書
について 17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 議

員
提
案

コロナ禍による厳しい財政状況に対処
し地方税財源の充実を求める意見書に
ついて

17 0 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

○賛成　　×反対　
※議長（渡邊俊一）は採決に加わりません。
※「教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて」は、無記名投票のため各議員の賛否は明示しません。
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市政を
問う

菅原 福治 議員 浅野 直子 議員

長谷川 る美 議員

若生 英俊 議員

藤原　峻 議員

安住 稔幸 議員

塩田 智明 議員畑山 和晴 議員

金子　透 議員

出川 博一 議員

渡邊 清美 議員

14P 16P

17P

17P

18P

18P

19P14P

15P

15P

16P

◦地方分権一括法施行と市制施行
後の状況を問う
◦新型コロナウイルス感染症蔓延
に伴い、今後の事業の在り方に
ついて

◦空き家対策の推進について
◦公民館図書室について問う

◦さらなる通学路の安全確保と見
守り体制の強化について
◦脱炭素社会の実現について

◦複合施設の具体的整備内容の明
示を問う
◦「人生学」発刊の意義と記述内容
の誤植・表記の不統一について
問う

◦市営墓地について
◦文化のまち富谷としての施策強
化は
◦図書館設置について

◦低所得の多子世帯の保育料に係
る負担軽減措置への対応につい
て
◦軽自動車納税証明書オンライン
システム導入を

◦不登校児童等支援の更なる強化
を

◦不登校対策について
◦通学路の安全対策について

◦図書館等複合施設整備を問う

◦「とみやど」今後の運営はいかに
◦水道事業　本市への影響は？

◦高齢者への補聴器購入補助を問
う
◦農業施策と鳥獣対策を問う

　第３回定例会では11人の議員が質問に立ちまし
た。各議員が行った一般質問の概要を14ページか
ら19ページまで発言順に掲載しています。
　一般質問の模様はインターネット録画配信でご覧
になれます。
　また、一般質問についての詳細は議員にお尋ねく
ださい。

一般質問

このページでは議員が提出した一般
質問通告書のとおり掲載しており、
次ページ以降の見出しと異なる場合
があります。
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答 問
規
制
緩
和
等
々
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ

地
方
分
権
20
年
、
市
制
５
年
の
節
目
は

　
地
方
分
権
一
括
法
と
市
制

施
行
の
節
目
に
あ
た
り
、
成

果
お
よ
び
課
題
に
つ
い
て
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
け
て
、

ど
う
進
め
る
か
問
う
。

　
　
地
方
分
権
一
括
法
施
行
、

こ
れ
ま
で
の
市
の
成
果
は
。

　
　
外
出
支
援
乗
車
証
「
と

み
ぱ
す
」
条
例
等
、
16
本
の

条
例
を
制
定
し
地
方
分
権
改

革
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今

後
も
、
規
制
緩
和
や
権
限
移

譲
に
適
切
に
対
応
し
ま
す
。

　
　
自
治
基
本
条
例
の
検
討

状
況
と
今
後
の
方
向
性
は
。

問答問

　
　
条
例
の
形
に
こ
だ
わ
ら

な
い
、
ル
ー
ル
策
定
を
検
討

し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
な
ど
と
言
わ
れ
る
中
間

組
織
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
　
協
働
の
ル
ー
ル
を
冊
子

に
ま
と
め
、
市
民
が
協
働
の

当
事
者
で
あ
る
こ
と
を
分
か

る
よ
う
に
し
て
は
。

　
　
協
働
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
沿
っ
て
、
ご
指
摘
も
含
め

参
考
に
し
て
進
め
ま
す
。

　
　
仙
台
市
、
富
谷
・
黒
川

地
区
４
市
町
村
の
広
域
連
携

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
は
。

　
　
仙
台
と
は
、
泉
中
央
駅

答問答問答

ま
で
の
交
通
問
題
を
最
重
要

課
題
に
し
て
お
り
ま
す
。
３

町
村
と
は
、
医
療
施
設
の
誘

致
に
向
け
て
連
携
し
ま
す
。

　
　
①
今
後
の
人
口
増
加
②

交
通
の
問
題
③
成
田
二
期
工

業
用
地
の
企
業
誘
致
は
。

　
　
①
２
０
６
０
年
６
万
人

の
確
保
が
目
標
で
す
。
②
国

交
省
や
県
、
何
よ
り
仙
台
市

の
協
力
が
必
要
で
す
。
今
後

も
情
報
共
有
を
図
り
、
採
算

性
等
調
査
業
務
を
進
め
ま
す
。

③
市
街
化
区
域
編
入
に
つ
い

て
は
、
熟
度
を
あ
げ
て
取
り

組
み
ま
す
。

問答

　
　
来
年
度
予
算
の
編
成
に

つ
い
て
は
。

　
　
歳
入
で
影
響
が
生
じ
る

こ
と
は
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、

問答

不
測
の
事
態
に
備
え
る
た
め
、

財
政
調
整
基
金
等
を
確
保
し

て
お
り
市
民
の
皆
様
に
影
響

が
生
じ
な
い
よ
う
努
め
ま
す
。

答 問
商
工
会
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
中

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
経
済
対
策
の
検
証
を

答 問
未
然
防
止
に
努
め
て
い
ま
す

不
登
校
対
策
に
つ
い
て
問
う

　
　
こ
れ
ま
で
の
不
登
校
対

策
の
成
果
と
課
題
は
。

　
　
不
登
校
の
問
題
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
学
校
の
組
織
的
な
対
応
や

保
護
者
へ
の
支
援
、
市
教
育

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
来
所
支
援
、

相
談
支
援
、
家
庭
支
援
を

行
っ
て
お
り
、
学
校
だ
け
で

な
く
、
多
く
の
関
係
機
関
に

お
け
る
不
登
校
の
児
童
生
徒
、

保
護
者
を
支
援
す
る
仕
組
み

が
整
っ
て
き
て
お
り
、
大
き

な
成
果
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答

　
　
不
登
校
特
例
校
の
設
置

に
つ
い
て
の
展
望
は
。

　
　
不
登
校
特
例
校
は
、
来

年
４
月
に
市
内
の
中
学
生
を

対
象
に
し
た
分
教
室
型
の
富

谷
中
学
校
西
成
田
教
室
と
し

て
開
設
さ
れ
ま
す
。
西
成
田

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

内
に
設
置
す
る
も
の
で
、
専

任
の
教
員
が
配
置
さ
れ
、
生

問答

徒
の
実
態
に
配
慮
し
た
特
別

に
編
成
さ
れ
た
教
育
課
程
に

基
づ
く
教
育
を
行
う
も
の
で
、

恵
ま
れ
た
環
境
の
中
と
地
域

の
方
々
か
ら
の
支
援
の
下
、

学
ぶ
楽
し
さ
と
成
長
す
る
喜

び
を
感
じ
て
、
不
登
校
の
生

徒
が
一
歩
踏
み
出
せ
る
居
場

所
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
千
葉
県
八
街
市
の
事
故

後
、
危
険
箇
所
の
確
認
は
再

度
行
い
ま
し
た
か
。

　
　
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
、

道
路
管
理
者
、
警
察
や
関
係

機
関
が
連
携
し
、
合
同
点
検

を
実
施
し
ま
す
。

　
　
地
域
の
方
や
学
校
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
等
か
ら
の
要
望
や
情
報

収
集
は
必
要
で
は
。

　
　
富
谷
市
通
学
路
交
通
安

問答問答

全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
、

学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
か
ら

の
要
望
や
情
報
提
供
な
ど
の

協
力
の
下
、
教
育
委
員
会
と

都
市
整
備
課
、
防
災
安
全
課

や
道
路
管
理
者
、
警
察
等
で

の
合
同
点
検
を
定
期
的
に
実

施
し
て
お
り
、
今
回
の
事
故

を
受
け
て
の
合
同
点
検
と
併

せ
て
調
査
し
、
順
次
対
策
を

実
施
し
ま
す
。

答 問
各
学
校
に
通
学
路
の
安
全
確
認
を
指
示

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
問
う

菅原　福治 議員

畑山　和晴 議員

　▲ 西成田コミュニティセンター

　▲ 市制施行（2016年10月10日）
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答 問
整
備
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
ま
す

図
書
館
等
複
合
施
設
整
備
を
問
う

　
富
谷
市
複
合
施
設
整
備
基

本
方
針
及
び
民
間
活
力
導
入

可
能
性
調
査
が
６
月
に
示
さ

れ
ま
し
た
。
図
書
館
単
独
整

備
か
ら
変
更
が
重
ね
ら
れ
現

在
に
至
り
ま
し
た
。
早
く
て

も
令
和
７
年
度
末
供
用
開
始

で
、
当
初
計
画
か
ら
大
幅
に

遅
れ
る
事
や
、
施
設
近
辺
の

交
通
環
境
対
策
が
不
十
分
な

事
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
予
見
で
き
、
変
更
は
必
須

と
考
え
ま
す
。
将
来
に
不
安

を
抱
え
た
ま
ま
施
設
を
整
備

し
、
次
世
代
に
引
き
渡
す
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
施
設
建
物
と
駐
車
場
は

同
一
の
敷
地
で
あ
る
べ
き
と

考
え
ま
す
が
見
解
は
。

　
　
一
般
的
に
施
設
建
物
と

駐
車
場
は
同
一
敷
地
が
望
ま

し
い
の
で
す
が
、
市
有
地
を

有
効
活
用
す
る
観
点
か
ら
敷

地
内
に
２
３
７
台
、
第
２
駐

車
場
に
１
７
８
台
の
整
備
を

す
る
方
向
を
示
し
ま
し
た
。

　
　
成
田
公
民
館
西
側
ま
た

は
北
側
の
民
地
を
購
入
し
、

さ
ら
に
は
市
道
の
変
更
ま
た

は
廃
止
し
て
土
地
を
有
効
活

用
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
見

解
は
。

　
　
成
田
公
民
館
敷
地
と
第

２
駐
車
場
の
活
用
を
軸

に
、
基
本
方
針
を
策
定

し
ま
し
た
。
新
た
な
財

政
負
担
が
伴
う
用
地
買

収
と
、
市
道
の
変
更
、

廃
止
等
に
よ
る
土
地
の

有
効
活
用
は
困
難
と
考

え
ま
す
。

問答問答

　
　
成
田
地
下
道
は
、
冬
期
、

階
段
に
雪
が
積
も
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
見
解
は
。

　
　
従
来
も
冬
期
の
成
田
公

民
館
の
イ
ベ
ン
ト
で
第
２
駐

車
場
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

冬
期
で
不
便
な
状
況
は
理
解

し
て
い
ま
す
が
、
限
ら
れ
た

財
源
で
の
整
備
方
針
で
す
。

　
　
図
書
館
単
独
も
し
く
は

図
書
館
と
ス
イ
ー
ツ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
先
行
整
備
し
て
、

図
書
館
の
早
期
の
供
用
開
始

を
目
指
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
見
解
は
。

　
　
３
施
設
の
連
携
、
統
合

等
の
可
能
性
、
相
乗
効
果
を

検
討
し
ま
し
た
。
複
合
化
に

よ
っ
て
、
施
設
利
用
の
多
様

性
や
魅
力
が
高
ま
り
、
共
有

空
間
の
統
合
に
よ
り
、
整
備

費
が
抑
え
ら
れ
な
が
ら
も
施

設
の
拡
充
が
期
待
で
き
る
こ

と
か
ら
、
複
合
施
設
で
の
整

備
が
妥
当
と
判
断
し
ま
し
た
。

問答問答

答 問
自
立
運
営
の
体
制
整
備
に
取
り
組
む

「
と
み
や
ど
」
今
後
の
運
営
は
い
か
に

　
富
谷
宿
観
光
交
流
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
「
と
み
や
ど
」
は
、

当
初
、
令
和
２
年
10
月
の

オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

今
年
５
月
15
日
オ
ー
プ
ン
と

な
り
ま
し
た
。

　
　
観
光
交
流
拠
点
推
進
事

業
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
本
事
業
は
、
株
式
会
社

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｔ
東
北
に
業
務
委

託
し
、
主
に
「
と
み
や
ど
」

の
自
立
運
営
に
向
け
た
地
域

商
社
の
設
立
、
テ
ス
ト
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
、
年
間
を
通
し

問答

た
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と

い
っ
た
３
点
を
軸
に
し
た
業

務
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

委
託
費
お
よ
び
協
力
隊
員
の

今
後
は
。

　
　
８
人
の
方
を
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
委
嘱
し
、

民
間
事
業
者
に
活
動
支
援
業

務
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

「
と
み
や
ど
」
の
運
営
に
６

人
、
農
業
ク
リ
エ
ー
タ
ー
と

し
て
２
人
が
、
地
域
活
性
化

に
向
け
た
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
１
人
当
た
り
の
予
算
額
が

４
８
０
万
円
で
、
８
人
の
場

合
、
来
年
度
の
委
託
費
は
３

８
４
０
万
円
の
予
定
で
す
。

　
最
長
３
年
の
委
嘱
が
可
能

で
、
今
年
度
委
嘱
し
た
３
人

は
、
基
本
的
に
は
、
３
年
後

は
地
域
商
社
で
持
た
れ
る
こ

と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
昨

年
委
嘱
し
た
３
人
は
、
地
域

商
社
で
は
な
く
、
個
人
で
起

問答

業
な
り
、
定
住
さ
れ
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
　
「
と
み
や
ど
」
自
立
の

た
め
の
収
益
事
業
の
柱
は
。

　
　
６
次
化
を
含
む
商
品
開

発
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
の
運
営
、
観
光

等
を
含
め
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

促
進
の
３
つ
を
踏
ま
え
な
が

ら
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
の
運
営
は
、
返

礼
品
の
金
額
が
１
５
０
０
万

円
で
す
が
、
自
立
可
能
な
事

業
と
し
て
大
丈
夫
で
す
か
。

　
　
６
次
化
を
含
め
た
商
品

開
発
も
セ
ッ
ト
で
進
め
て
い

き
、
売
れ
る
商
品
を
見
出
し
、

収
益
事
業
の
一
つ
と
し
て
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問答問答

　▲ 整備計画

金子　　透 議員

出川　博一 議員

　▲ とみやど
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答 問
継
続
的
な
啓
発
に
取
り
組
み
ま
す

空
き
家
対
策
の
推
進
を

　
空
き
家
等
の
適
正
な
維
持

管
理
に
お
い
て
、
状
態
が
悪

い
場
合
に
は
近
隣
住
民
の
不

快
感
や
諸
動
物
の
繁
殖
、
異

臭
な
ど
生
活
環
境
に
も
悪
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
所
有
者
へ
の
適
切
な
指
示

や
対
応
、
課
題
な
ど
現
状
を

問
い
ま
す
。

　
　
市
民
向
け
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
は
。

　
　
11
月
開
催
に
向
け
て
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
空
き

家
の
問
題
、
管
理
、
相
続
の

知
識
や
片
づ
け
な
ど
の
講
演

内
容
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
空
き
家
の
利
活
用
に
つ

い
て
の
取
り
組
み
は
。

問答問

　
　
空
き
家
利
活
用
促
進
事

業
を
展
開
し
て
お
り
、
こ
の

事
業
に
登
録
し
た
市
内
の
業

者
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
　
空
き
地
、
空
き
家
へ
の

課
題
と
今
後
へ
の
対
応
は
。

　
　
課
題
は
、
相
続
問
題
や

所
有
者
の
高
齢
化
、
地
縁
意

識
の
希
薄
化
な
ど
に
よ
り
、

自
己
管
理
が
行
き
届
か
ず
、

衛
生
面
や
景
観
・
安
全
面
等
、

個
別
に
段
階
的
対
応
が
増
加

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

今
後
は
、
継
続
的
な
啓
発
や

答問答

悪
質
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
特

定
空
き
家
認
定
も
検
討
し
ま

す
。

　
　
次
世
代
に
向
け
た
民
間

活
用
で
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
や

テ
レ
ワ
ー
ク
等
の
活
用
は
。

　
　
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
住
宅
確
保
要
配
慮
者
等

へ
空
き
家
支
援
は
。

　
　
情
報
を
入
手
し
な
が
ら
、

今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
特
例
措
置
の
認
識
等
は
。

　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
啓
発

し
て
い
ま
す
。

問答問答問答

　
新
た
な
セ
ン
タ
ー
館

と
公
民
館
図
書
室
を
分

館
と
す
る
基
本
方
針
を

問
い
ま
す
。

　
　
公
民
館
図
書
室
の

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
は
、
開
所
と
同
時

問

に
終
わ
っ
て
い
る
認
識
で
い

い
の
で
す
か
。

　
　
整
備
手
法
を
考
え
て
い

き
ま
す
。

答

答 問
ス
ペ
ー
ス
の
制
限
な
ど
で
す

公
民
館
図
書
室
の
課
題
は

答 問
検
討
し
ま
す

高
齢
者
へ
の
補
聴
器
補
助
を
求
め
る

　
加
齢
性
難
聴
は
、
誰
に
で

も
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　
難
聴
の
早
期
発
見
に
は
、

定
期
的
な
受
診
も
必
要
で
す
。

難
聴
は
、
認
知
症
発
症
の
リ

ス
ク
も
高
く
な
る
と
の
報
告

も
あ
り
ま
す
。

　
聴
力
を
補
う
に
は
補
聴
器

が
必
要
で
す
が
、
補
聴
器
は

高
価
な
も
の
が
多
く
、
購
入

補
助
を
講
じ
て
ほ
し
い
と
の

声
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
　
市
と
し
て
受
診
の
啓
発

が
必
要
で
は
。

問

　
　
介
護
予
防
教
室
等
を
通

じ
受
診
の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

　
　
高
齢
者
の
補
聴
器
購
入

補
助
が
必
要
で
は
。

　
　
県
内
外
の
自
治
体
の
状

況
を
注
視
し
検
討
し
ま
す
。

答問答

　
　
健
診
項
目
に
聴
覚
健
診

を
入
れ
る
検
討
が
必
要
で
は
。

　
　
簡
易
検
査
で
も
静
か
な

環
境
、
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で

す
。
医
療
機
関
受
診
の
勧
奨

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

問答

　
鳥
獣
被
害
は
身
近
な
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
施
策
の
充
実
に
は
、

農
家
へ
の
補
助
の
見
直
し
、

新
規
就
農
者
へ
の
支
援
が
必

要
と
考
え
ま
す
。

　
　
鳥
獣
の
生
息
数
、
生
息

場
所
を
把
握
し
て
い
ま
す
か
。

　
　
生
息
数
は
、
行
動
範
囲

が
広
く
把
握
困
難
な
状
況
で
、

出
現
場
所
は
、
目
撃
情
報
や

被
害
情
報
で
把
握
し
て
い
る

現
状
で
す
。

　
　
特
産
品
へ
の
専
門
家
支

援
が
必
要
で
は
。

問答問

　
　
今
後
も
引
き
続
き
、
指

導
や
支
援
を
継
続
し
、
安
定

し
た
生
産
に
つ
な
が
る
よ
う

支
援
し
ま
す
。

　
　
新
規
就
農
者
へ
の
支
援

が
必
要
で
は
。

　
　
昨
年
は
３
人
か
ら
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
希

望
者
に
対
し
て
は
随
時
、
協

議
の
場
を
設
け
対
応
し
て
い

ま
す
。
新
規
就
農
者
へ
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
は
県
が
作
成
し

た
も
の
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

答問答

答 問
今
後
も
支
援
、
指
導
を
継
続
し
ま
す

特
産
品
栽
培
へ
の
専
門
家
支
援
は

浅野　直子 議員

渡邊　清美 議員

　▲ 箱わな
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答 問
よ
り
一
層
安
全
確
保
し
ま
す

通
学
路
の
安
全
確
保
と
見
守
り
強
化
は

　
　
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
な
ど

不
足
に
つ
い
て
市
の
認
識
は
。

　
　
高
齢
化
や
後
継
者
が
不

足
の
課
題
が
考
え
ら
れ
る
た

め
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
養
成

講
習
会
を
開
催
し
、
資
質
向

上
と
新
た
な
人
員
の
確
保
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
　
ロ
ー
ソ
ン
富
ケ
丘
店
か

ら
鷹
乃
杜
に
向
か
う
歩
車
道

へ
の
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
設
置
の

考
え
は
。

　
　
住
宅
等
の
出
入
口
が
多

数
存
在
し
て
い
る
た
め
、
住
民

と
の
合
意
形
成
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
や
、
現
状
30�

㎞/h
の

速
度
規
制
や
ポ
ー
ル
設
置
も

適
宜
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

問答問答

今
後
の
研
究
課
題
と
し
ま
す
。

　
　
通
学
路
の
ゾ
ー
ン
30
へ

の
取
り
組
み
は
。

　
　
大
清
水
一
丁
目
か
ら
あ

け
の
平
に
接
続
す
る
エ
リ
ア

を
予
定
し
、
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
　
通
学
路
の
表
示
や
標
識

等
の
設
置
を
見
直
す
考
え
は
。

　
　
設
置
す
る
必
要
が
生
じ

た
際
は
、
道
路
管
理
者
や
地

問答問答

元
町
内
会
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
対
応
し
ま
す
。

　
　
富
ケ
丘
交
差
点
の
歩
道

橋
建
設
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

　
　
現
在
予
備
設
計
が
完
了

し
、
秋
に
は
説
明
会
を
開
催

す
る
意
向
だ
そ
う
で
す
。
今

年
度
中
に
設
計
業
務
を
完
了

さ
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

る
そ
う
で
す
。

問答

　
　
市
が
目
指
す
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
と
は
。

　
　
２
０
５
０
年

ま
で
に
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
を
実

質
ゼ
ロ
に
す
る
こ

と
を
目
指
し
産
学

官
・
市
民
協
働
で

取
り
組
み
、
地
球

環
境
へ
の
貢
献
に

問

答

つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
を
、
目

指
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
脱
炭
素
社
会
実
現
の
た

め
の
障
害
と
な
る
高
コ
ス
ト

構
造
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
戦
略
や

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

の
中
で
具
体
的
な
施
策
を
検

討
し
ま
す
。

問答

答 問
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
戦
略
を
策
定
中
で
す

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

答 問
渋
滞
問
題
を
抱
え
最
適
地
で
は
な
い

立
地
最
適
地
は
大
清
水
市
有
地
で
は

　
成
田
公
民
館
敷
地
内
に
複

合
施
設
を
整
備
す
れ
ば
、
大

ホ
ー
ル
を
利
用
す
る
各
種
事

業
等
に
大
き
な
制
約
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
、
大
清
水
市

有
地
が
最
適
地
と
考
え
ま
す
。

　
　
成
田
公
民
館
敷
地
内
の

優
位
性
は
。

　
　
渋
滞
問
題
を
抱
え
る
大

清
水
市
有
地
は
適
地
と
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

　
　
適
地
比
較
を
行
う
べ
き

で
は
。

　
　
調
査
特
別
委
員
会
の
意

見
で
あ
れ
ば
検
討
し
ま
す
。

問答問答

　
　
複
合
施
設
整
備
に
つ
い

て
、
市
民
の
意
見
聴
取
は
。

問

　
　
市
政
懇
談
会
の
場
で
説

明
す
る
予
定
で
す
。

答

　
７
月
に
発
刊
さ
れ
た
内
ヶ

崎
作
三
郎
著
「
人
生
学
」
復

刻
版
・
抄
録
（
部
数
１
０
０

０
冊
）
は
誤
植
・
誤
記
が
か

な
り
あ
り
、
著
作
の
信
頼
を

損
ね
、
発
行
元
の
本
市
の
信

用
を
傷
つ
け
る
も
の
で
す
。

県
図
書
館
に
あ
る
原
著
作
を

精
読
し
ま
し
た
が
、
不
適
切

箇
所
は
数
十
か
所
に
及
び
ま

す
。
原
著
作
の
か
な
り
の
部

分
に
人
種
的
偏
見
な
ど
の
不

適
切
な
記
述
が
あ
る
な
ど
、

１
０
０
年
前
の
講
演
録
を
も

と
に
し
た
原
著
作
の
復
刻
に

あ
た
っ
て
は
慎
重
な
判
断
が

必
要
で
し
た
。

　
　
編
集
委
員
長
と
編
集
委

員
の
構
成
は
。

問

　
　
編
集
委
員
長
は
宮
城
大

学
の
佐
々
木
准
教
授
、
委
員

は
企
画
職
員
４
人
、
学
芸
員

１
人
で
す
。

　
　
頒
布
方
法
は
。

　
　
市
役
所
等
で
販
売
し
、

各
公
民
館
や
市
内
小
中
学
校

の
図
書
館
に
置
い
て
い
ま
す
。

　
　
８
月
初
め
に
は
誤
り
を

指
摘
し
て
い
ま
す
が
、
訂
正

箇
所
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。

　
　
現
在
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
　
公
費
を
使
っ
て
復
刻
す

べ
き
で
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
市
長
は
い
つ
復
刻
を

決
断
し
ま
し
た
か
。

　
　
記
念
館
設
置
の
準
備
の

中
で
決
定
し
ま
し
た
。

答問答問答問答

答 問
将
来
を
生
き
る
一
つ
の
糧
に
な
れ
ば

「
人
生
学
」
復
刻
版
発
刊
の
ね
ら
い
は

長谷川る美 議員

若生　英俊 議員
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答 問
動
向
を
見
極
め
、
シ
ス
テ
ム
改
修
等
進
め
る

軽
自
動
車
納
税
証
明
書
の
電
子
化
を

　
普
通
自
動
車
な
ど
の
自
動

車
登
録
・
検
査
、
保
管
場
所

証
明
、
車
体
課
税
の
納
税
・

申
告
等
の
行
政
手
続
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
一
括
し
て
実
施
可

能
と
す
る
「
自
動
車
保
有
関

係
手
続
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
（
Ｏ
Ｓ
Ｓ
）」
が

構
築
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
一
つ
は
、
納
税
証
明

書
の
電
子
化
で
す
。
継
続
検

査
等
で
、
自
動
車
税
納
税
証

明
書
を
提
示
し
ま
す
が
、
運

輸
支
局
等
の
職
員
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
納
税
状
況
を
確
認
で

き
、
納
税
証
明
書
の
提
示
が

省
略
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
納
税
証
明

書
の
確
認
事
務
が
大
幅
に
省

力
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
軽
自
動
車
に
お

い
て
は
、
ま
だ
電
子
化
が
進

ん
で
お
ら
ず
、
軽
自
動
車
税

の
納
税
証
明
書
の
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
確
認
事
務
が
で
き

て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
政
府
は
、
令
和
５
年
１
月

開
始
で
軽
自
動
車
税
関
係
手

続
の
電
子
化
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
軽
自
動
車
税
の
納
税

証
明
の
電
子
化
な
ど
で
す
。

　
　
富
谷
市
に
お
い
て
も
、

納
税
者
と
デ
ィ
ー
ラ
ー
お
よ

び
行
政
の
利
便
性
、
業
務
の

効
率
化
を
図
る
た
め
に
、
シ

ス
テ
ム
の
導
入
、
改
修
に
取

り
か
か
る
べ
き
で
は
。

　
　
近
隣
自
治
体
の
動
向
、

費
用
対
効
果
等
を
見
極
め
な

が
ら
、
必
要
な
場
合
、
シ
ス

テ
ム
改
修
等
を
計
画
的
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

問答

　
内
閣
府
よ
り
、
複
数
の
特

定
被
監
護
者
等
が
い
る
教

育
・
保
育
給
付
認
定
保
護
者

に
関
す
る
利
用
者
負
担
額
の

特
例
に
係
る
対
応
に
つ
い
て

通
知
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
は
、
本
年
10
月
を
め
ど

に
未
就
園
児
や
認
可
外
に
通

う
子
ど
も
を
、
カ
ウ
ン
ト
の

対
象
に
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
政
令
が
出
た
時
の
対
応

を
質
問
し
ま
す
。

　
　
政
令
の
改
正
に
合
わ
せ

て
速
や
か
に
対
応
し
ま
す
。

問答

答 問
政
令
の
改
正
に
合
わ
せ
て
対
応
す
る

低
所
得
多
子
世
帯
保
育
料
の
軽
減
を

答 問
令
和
５
年
度
前
半
を
め
ど
に

市
営
墓
地
の
生
前
予
約
の
開
始
時
期
は

　
　
市
営
墓
地
の
価
格
は
。

　
　
造
成
工
事
費
用
や
寺
院

等
の
販
売
価
格
な
ど
を
参
考

に
し
な
が
ら
設
定
し
ま
す
。

　
　
公
営
墓
地
の
需
要
が
高

い
時
の
増
設
は
。

　
　
段
階
的
に
見
直
す
こ
と

に
し
て
お
り
、
今
後
の
整
備

の
中
で
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
身
寄
り
の
な
い
人
の
死

後
事
務
に
つ
い
て
検
討
は
。

　
　
遺
品
整
理
や
葬
儀
、
債

務
整
理
、
不
動
産
の
処
分
な

ど
関
係
機
関
と
の
連
携
が
必

問答問答問答

要
で
す
。
委
託
先
も
含
め
て

調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
文
化
芸
術
基
本
法
や
文

化
芸
術
振
興
計
画
を
推
進
し

て
い
く
考
え
で
す
か
。

　
　
文
化
芸
術
を
支
え
る
こ

と
は
行
政
の
役
割
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
文
化
芸
術
振
興
条
例
を

利
府
、
気
仙
沼
が
制
定
し
て

い
ま
す
。
富
谷
市
で
検
討
は
。

　
　
調
査
研
究
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
行
政
財
産
の
貸
し
出
し

に
関
す
る
市
の
見
解
は
。

　
　
申
請
の
際
に
、
本
市
の

施
策
や
事
業
と
の
関
係
性
を

精
査
し
た
上
で
貸
し
出
し
を

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
同
様

に
利
用
促
進
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問答問答問答

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
民
間
イ

ベ
ン
ト
開
催
の
名
義
後
援
な

ど
の
基
準
は
。

　
　
事
務
取
扱
規
定
に
基
づ

き
、
審
査
し
承
認
し
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

に
つ
い
て
は
、
本
市
の
実
施

方
針
に
準
じ
た
対
策
を
要
請

し
て
い
ま
す
。

　
　
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
を
行

え
る
場
所
の
設
置
は
。

　
　
大
亀
山
の
旧
キ
ャ
ン
プ

場
付
近
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
ス
ケ
ボ
ー
を
で
き
る
場

所
と
し
て
、
駐
車
場
の
一
部

分
貸
し
出
し
の
検
討
は
。

　
　
他
自
治
体
の
動
向
を
調

査
研
究
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

問答問答問答

答 問
行
政
財
産
の
利
用
促
進
を
図
り
ま
す

文
化
の
ま
ち
富
谷
と
し
て
施
策
強
化
は

安住　稔幸 議員

藤原　　峻 議員
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答 問
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
指
導
の
実
施
を
検
討

不
登
校
児
童
等
支
援
さ
ら
な
る
強
化
を

　
令
和
元
年
度
の
不
登
校
児

童
生
徒
は
、
全
国
で
約
18
万

１
０
０
０
人
を
超
え
、
７
年

連
続
で
増
加
し
、
過
去
最
多

と
な
り
ま
し
た
。
不
登
校
は
、

今
や
ど
こ
の
学
校
、
学
年
で

も
起
こ
り
得
る
事
象
で
す
。

　
本
市
は
、
今
年
４
月
に
富

谷
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
、
不
登
校
児
童
生
徒
、

そ
の
保
護
者
等
の
相
談
や
支

援
を
強
化
し
ま
し
た
が
、
さ

ら
な
る
体
制
強
化
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
　
本
市
の
不
登
校
状
況
は
。

問

　
　
小
学
校
は
全
国
平
均
と

ほ
ぼ
同
じ
で
、
中
学
校
は
県

平
均
よ
り
１
％
程
度
下
回
っ

て
い
ま
す
が
、
全
国
平
均
並

み
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
　
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
で

強
化
し
た
機
能
の
評
価
は
。

　
　
支
援
員
を
増
や
し
、
学

習
支
援
の
他
、
悩
み
や
進
路

の
相
談
な
ど
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
来
所
支
援
の
児
童
生

徒
数
、
相
談
件
数
と
も
に
増

加
し
て
お
り
、
安
心
で
き
る

場
所
、
相
談
し
や
す
い
体
制

の
評
価
と
、
捉
え
て
い
ま
す
。

　
　
今
後
も
相
談
件
数
の
増

加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
さ
ら

な
る
体
制
強
化
が
必
要
で
は
。

　
　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
、
医
療
機
関
等
と
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
を
密

に
し
、
体
制
を
強
化
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
は
。

　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
教
材
に
よ

る
学
習
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

答問答問答問答

　
　
自
宅
等
で
の
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
指
導
を
行
い
、
出
席

扱
い
に
で
き
ま
せ
ん
か
。

　
　
文
部
科
学
省
も
認
め
て

お
り
、
実
現
で
き
る
よ
う
検

討
し
ま
す
。

　
　
保
護
者
の
ケ
ア
は
。

　
　
不
登
校
解
決
に
向
け
た

大
変
重
要
な
支
援
の
一
つ
で

あ
り
、
相
談
体
制
を
整
え
て

き
ま
し
た
。
今
後
も
、
保
護

者
に
寄
り
添
い
、
き
め
細
や

か
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

　
　
不
登
校
の
早
期
対
応
が

重
要
で
は
。

　
　
学
校
全
体
で
未
然
防
止

に
努
め
て
い
ま
す
。
児
童
生

徒
の
悩
み
を
聞
き
、
友
人
関

係
、
学
級
担
任
と
の
相
性
等

を
考
慮
し
て
、
次
の
学
年
の

学
級
編
成
を
し
て
い
ま
す
。

問答問答問答

国に意見書を提出しました
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し

地方税財源の充実を求める意見書
　新型コロナウイルス感染症のまん延により、地方自治体は、
コロナ禍への対応はもとより、地域の課題など増嵩する財政
需要に見合う財源が求められており、地方税制の充実確保が
強く望まれる。
　国は、令和４年度地方税制改正に向け、下記事項を確実に
実現されるよう、強く要望する。

１�　令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、
社会保障関係経費が毎年度増大している現状を踏まえ、他
の地方歳出に不合理なしわ寄せがなされないよう、十分な
総額を確保すること。
２�　固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制
度の根幹を揺るがす見直しは家屋・償却資産を含め、断じ
て行わないこと。新型コロナ対策等の措置は、本来国庫補
助金などにより国において対応すべきものである。現行の
特例措置は今回限りとし、期限をもって確実に終了するこ
と。
３�　固定資産税の課税標準額を令和２年度と同額とする負担
調整措置は、令和３年度限りとすること。
４�　自動車税・軽自動車税の環境性能割の臨時的軽減の延長
は、更なる延長は断じて行わないこと。
５�　炭素に係る税を創設又は拡充の場合は、一部を地方税又
は地方譲与税として地方に配分すること。

提出先　内閣総理大臣ほか

出産育児一時金の増額を求める意見書
　政府は、平成21年から出産育児一時金を原則42万円に
増額し、出産する人の負担軽減を図っています。
　しかし、厚生労働省によると令和元年度の妊婦が負担し
た出産費用は、正常分娩の場合、全国平均額で約52万
4,000円となっています。出産にかかる費用は年々増加し、
現在の42万円の出産育児一時金の支給額では賄えない状
況になっており、出産する人の持ち出し額が増加していま
す。
　また、令和元年の出生数は85万5,234人で、前年に比べ
5万3,166人減少し過去最少となりました。少子化対策は、
わが国の重要課題の一つで、子育てのスタート期に当たる
出産時の経済的な支援策を強化することは欠かせません。
　少子化克服とともに、安心して子どもを産み育てられる
環境を整えるために、出産育児一時金は無くてはならない
大事な施策です。
　政府に対し、出産する人の負担軽減のため、現在の出産
費用に見合う、出産育児一時金の引き上げを強く求めます。

提出先　内閣総理大臣ほか

※意見書とは、議会が、国や県に提出する要望書です。

塩田　智明 議員
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しましたしました
調 査調 査

よりよいまちづくりのために

（７月〜９月実施）

和
11
年
度
中
に
は
全
て
の
施

設
を
解
体
し
更
地
に
し
て
仙

台
市
へ
返
還
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
は
焼
却
処
分
や
最
終

処
分
、
ま
た
、
再
資
源
化
の

た
め
の
中
間
処
理
施
設
の
整

備
は
必
須
で
す
。
場
所
の
選

定
、
財
源
、
施
設
近
辺
住
民

の
方
々
へ
の
説
明
な
ど
整
備

に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

◎
調
査
日　
７
月
20
日

　
可
燃
ご
み
焼
却
施
設
の
解

体
が
完
了
し
更
地
に
さ
れ
た

事
、
粗
大
ご
み
や
再
資
源
物

が
適
法
、
適
正
に
処
理
さ
れ

て
い
る
事
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
敷
地
は
仙
台

市
の
所
有
で
、
令
和
12
年
度

以
降
は
「
土
地
使
用
貸
借
」

の
継
続
が
で
き
な
い
旨
の
申

し
入
れ
を
受
け
た
事
で
、
令

早
急
に
策
定
す
る
事
や
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
資
源
循

環
の
実
現
可
能
な
施
設
の
整

備
を
求
め
ま
す
。
ご
み
処
理

等
関
連
施
策
や
持
続
可
能
な

循
環
型
社
会
の
構
築
に
は
、

全
て
の
市
民
、
事
業
者
の
理

解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

こ
の
件
に
対
し
て
も
十
分
に

努
め
る
事
を
求
め
ま
す
。

総 務 常 任 委 員 会…市の財政、市税、防災、まちづくり、環境衛生等について調査や審査をします。

教育民生常任委員会…教育、子育て、福祉、健康保険、介護保険等について調査や審査をします。

産業建設常任委員会…経済振興、道路、河川、都市整備、上下水道等について調査や審査をします。

各委員会の説明

市民、事業者の理解と
協力が不可欠

調査先：清掃センター

一般廃棄物処理の現状と
今後について

総
務
常
任
委
員
会
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多
く
の
時
間
と
人
手
が
必
要

で
あ
り
、
保
護
者
の
メ
ン
タ

ル
ケ
ア
や
、
当
日
受
け
入
れ

時
の
個
別
対
応
へ
の
課
題
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
４
月
に
開
設
さ

れ
る
不
登
校
特
例
校
と
併
せ
、

さ
ら
な
る
教
育
相
談
体
制
の

充
実
に
期
待
し
ま
す
。

童
生
徒
の
集
団
生
活
へ
の
適

応
、
情
緒
の
安
定
、
基
礎
学

力
の
補
充
、
基
本
的
生
活
習

慣
の
改
善
等
の
た
め
の
相

談
・
指
導
を
行
い
、
学
校
へ

の
復
帰
や
社
会
的
自
立
に
資

す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

　
児
童
生
徒
の
「
閉
じ
ら
れ
、

低
下
し
た
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
高
め
て
い
く
」
た
め
に
は
、

◎
調
査
日　
８
月
６
日

　
不
登
校
児
童
生
徒
の
社
会

的
自
立
に
資
す
る
施
策
と
し

て
、「
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
黒
川
け
や
き
教
室
（
適
応

指
導
）
の
機
能
と
、「
と
み

や
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
ハ
ウ

ス
」
を
統
合
し
、
４
月
、
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

　
設
置
目
的
は
、
不
登
校
児

節
目
に
あ
た
り
、「
と
み
や

ど
」
開
業
の
目
的
は
、
①
本

市
の
偉
人
で
あ
る
内
ヶ
崎
作

三
郎
氏
の
記
念
館
、
市
内
初

の
観
光
拠
点
の
場
。
②
ま
ち

づ
く
り
産
業
交
流
プ
ラ
ザ

「
と
み
ぷ
ら
」
で
起
業
を
目

指
し
て
い
る
塾
生
実
践
提
供

の
場
。
③
交
流
人
口
拡
大
に

繋
げ
る
場
の
３
点
で
す
。

　

今
後
は
、「
と
み
や
ど
」

◎
調
査
日　
７
月
28
日

　
富
谷
市
観
光
交
流
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
「
と
み
や
ど
」
を
調

査
し
ま
し
た
。

　
５
月
の
開
所
後
、
市
内
外

よ
り
多
く
の
方
々
の
ご
来
場

を
い
た
だ
き
、
７
月
ま
で
の

３
か
月
間
合
計
で
来
訪
者
６

万
１
２
６
０
人
と
な
り
、
初

年
度
目
標
で
あ
る
10
万
人
越

え
は
確
実
と
思
い
ま
す
。

　
富
谷
宿
開
宿
４
０
０
年
の

自
立
運
営
モ
デ
ル
事
業
計
画

に
基
づ
き
、
指
定
管
理
を
念

頭
に
民
間
の
地
域
商
社
を
立

ち
あ
げ
、
本
市
か
ら
も
100
万

円
の
出
資
を
行
う
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　
当
面
の
課
題
は
、
顧
客
の

デ
ー
タ
化
等
に
よ
り
、
リ

ピ
ー
タ
ー
の
確
保
に
努
め
る

こ
と
で
す
。

保護者のメンタルケア等
個別対応に課題

調査先：教育委員会

富谷市教育支援センターについて

観光交流拠点と
富谷塾生実践の場

調査先：産業観光課

「とみやど」拠点の地域振興と
観光施策について

教
育
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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８月25日
（１）提出予定議案等に関する案件
　①令和３年度富谷市一般会計補正予算（第６号）
　②令和３年度富谷市市営墓地特別会計補正予算（第２号）
　③令和３年度富谷市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
　④令和３年度富谷市介護保険特別会計補正予算（第２号）
　⑤教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて
　⑥�人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて
（２）提出予定議案以外で説明を要する案件
　①第一次富谷市地方創生総合戦略取組状況について
　②不登校特例校　富谷中学校　西成田教室の開設について
　③地域振興組織設立について
（３）その他
　①�コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実

を求める意見書について
　②富谷市議会申合せ事項について
　③人事及び諮問案件の表決の確認について
　④決算審査特別委員会正副委員長の互選について

９月14日
（１）追加提出予定議案等に関する案件
　①議案第11号　�令和３年度富谷市一般会計補正予算（第７号）

９月17日
（１）各委員会の委員の選任、報告
　①各常任委員会委員の選任について
　②各常任委員会正副委員長の報告について
　③議会広報調査特別委員会委員選任について
　④議会広報調査特別委員会正副委員長の報告について
　⑤議会運営委員会委員の選任について
　⑥議会運営委員会正副委員長の報告について
　⑦仙台市・富谷市広域行政協議会委員の選任について
　⑧富谷市都市計画審議会委員の変更について
　⑨議席の変更について

議員全員協議会を開催しました

議
会
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会

９
月
14
日

【 

議
会
活
性
化
調
査
特
別
委
員

会
】

・
調
査
報
告
書
に
つ
い
て

・
そ
の
他

９
月
17
日

【 

議
会
活
性
化
調
査
特
別
委
員

会
中
間
報
告
】

・
議
員
間
討
議
に
つ
い
て

　
調 

査
概
要
…
前
期
の
議
会
活

性
化
調
査
特
別
委
員
会
よ

り
、
申
し
送
り
事
項
の
一

つ
と
し
て
、
調
査
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
さ
ら
な

る
調
査
、
研
究
が
必
要
と

判
断
し
た
も
の
で
す
。

・ 
長
期
欠
席
議
員
の
議
員
報
酬

減
額
条
例
に
つ
い
て

　
調 
査
概
要
…
条
例
の
可
否
に

つ
い
て
慎
重
な
る
協
議
を

行
い
ま
し
た
が
、
現
段
階

で
は
結
論
を
急
ぐ
こ
と
な

く
、
個
々
に
お
い
て
の
調

査
を
継
続
す
る
こ
と
と
し
、

本
委
員
会
と
し
て
の
調
査

は
終
了
す
る
も
の
と
し
ま

し
た
。

・ 

富
谷
市
議
会
災
害
行
動
指

針
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て

　
調 

査
概
要
…
本
市
議
会
に
お

い
て
、「
富
谷
市
議
会
災

害
行
動
指
針
」
及
び
「
富

谷
市
議
会
災
害
行
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
」（
平
成
31
年

３
月
15
日
適
用
）
を
策
定

し
ま
し
た
。

　
　

�　
昨
年
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
策

定
後
に
発
生
し
た
災
害
時

に
お
け
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

運
用
を
踏
ま
え
、
よ
り
適

切
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
運
用

を
図
る
た
め
、
慎
重
な
検

証
を
行
い
、「
富
谷
市
議

会
災
害
行
動
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
の
改
訂
を
も
っ
て
調

査
終
了
と
し
ま
し
た
。

・ 

一
般
質
問
通
告
書
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
掲
載
に
つ
い
て

　
調 

査
概
要
…
本
市
議
会
で
は

こ
れ
ま
で
、
一
般
質
問
の

件
名
一
覧
の
み
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

し
た
が
、
一
般
質
問
の
質

問
要
旨
や
質
問
項
目
に
つ

い
て
も
広
く
周
知
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
通
告
書

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
　

�　
ま
た
、
掲
載
開
始
時
期

は
、
令
和
３
年
第
１
回
定

例
会
か
ら
と
す
る
と
と
も

に
、
通
告
書
の
レ
イ
ア
ウ

ト
の
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

・ 

常
任
委
員
会
の
所
管
事
務
調

査
報
告
に
つ
い
て

　
調 

査
概
要
…
各
常
任
委
員
会

に
お
け
る
所
管
事
務
調
査

に
つ
い
て
、
広
く
周
知
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
各

常
任
委
員
長
よ
り
議
長
あ

て
に
提
出
さ
れ
る
同
内
容

の
報
告
書
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　
　

�　
ま
た
、
掲
載
開
始
時
期

は
、
令
和
３
年
第
３
回
定

例
会
終
了
後
の
所
管
事
務

調
査
分
か
ら
実
施
す
る
と

と
も
に
、
報
告
書
の
レ
イ

ア
ウ
ト
の
統
一
を
図
り
ま

し
た
。

　

図
書
館
、
ス
イ
ー
ツ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
、
児
童
屋
内
遊

戯
施
設
を
複
合
施
設
に
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
民
間
活
力

の
活
用
を
含
め
、
調
査
し
ま

す
。

７
月
15
日

・�

富
谷
市
民
図
書
館
等
複
合

施
設
整
備
に
係
る
基
本
方

針
（
報
告
書
）
に
つ
い
て

８
月
５
日

・�

富
谷
市
民
図
書
館
等
複
合

施
設
整
備
に
係
る
基
本
方

針
（
報
告
書
）
に
つ
い
て

９
月
14
日

・�

富
谷
市
民
図
書
館
等
複
合

施
設
整
備
に
つ
い
て

富
谷
市
民
図
書
館
等
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会

　
市
民
に
信
頼
さ
れ
、
開
か
れ
た
議
会
、
市
民
の
負
託
に
応

え
ら
れ
る
議
会
を
目
指
し
、
調
査
し
ま
す
。

　任期満了に伴い、
市長より再び候補者
として同意を求めら
れ、全員賛成で可決
しました。任期は、
令和６年10月14日
までです。

教育長に
及川 芳彦さん 再任
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http://www.tomiya-city.
stream.jfit.co.jp/

請願と陳情の提出方法
　市民のみなさんは、市が行うことに関して意見や要望がある
場合、請願書や陳情書を提出することができます。

●請願書
　請願書を提出する場合は、市議会議員の紹介が必要になります。
請願書が提出されると、本会議で議長が所管事項に該当する委
員会へ付託し、委員会で審査した後、本会議で採択か不採択、
または保留を決定します。その結果は、請願者に通知されます。
　また、採択した請願について議会が認めた場合は、執行機関
ほか関係機関に処理の経過と結果の報告を求めることになります。

●陳情書
　陳情書を提出する場合は、市議会議員の紹介は不要です。陳
情書は議員に配付されます。

　請願書・陳情書について、詳しくは富谷市議会ＨＰを 
ご覧ください。

詳しくは議会事務局へ
お問い合わせください。

富谷市議会録画配信URL

富谷市議会インターネット 検索 TEL 022-358-0622

次回の定例会は
11月下旬開会予定です。

　
令
和
３
年
８
月
18

日
、
公
益
社
団
法
人

富
谷
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
鈴
木

理
事
長
か
ら
議
長
に
、

超
高
齢
社
会
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
決
意
と
支
援
の
要

望
書
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
内
容
は
、
就
業
意

欲
の
あ
る
高
齢
者
の

受
け
皿
と
し
て
地
域

社
会
の
発
展
の
た
め
、

事
業
推
進
に
係
る
補

助
金
や
事
業
発
注
の

確
保
な
ど
を
要
望
す

る
も
の
で
す
。

富
谷
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

支
援
の
要
望

　
人
権
擁
護
委
員
に
つ
い
て
、
市
長
か
ら
推
薦
が
あ
り
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
に

境
野　
修
さ
ん（
日
吉
台
）推
薦

人 

事

陳 情 書
⃝ 辺野古新基地建設の中止と、普天間基地
の沖縄県外・国外移転について国民的議
論を行い、憲法に基づき公正かつ民主的
に解決するべきとする意見書の採択を求
める陳情
「新しい提案」実行委員会

　責任者　安里　長従
全国青年司法書士協議会

　会長　阿部健太郎
⃝ 地方公共団体の予算執行と財政運営の信
頼性向上を求める陳情書
クルマ減税会　コテイシサン減税会　

日下　純一

　とみや議会だより第20号の掲載記事で誤りがありました。訂正してお詫びいたします。
４ページ上段　見出し
（誤）9,977万円　　（正）998万円

掲載記事の
訂正とお詫び

全て議員配付となりました。
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人
を
超
え
ま
し
た
。
10
月
10

日
に
は
オ
ー
プ
ン
記
念
セ
レ

モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
、
本
市

に
お
け
る
新
た
な
賑
わ
い
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

早
期
収
束
を
願
い
つ
つ
、
感

染
拡
大
防
止
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
に
、
心

よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

広
報
委
員　

佐
藤　
浩
崇

　
平
成
28
年
10
月
10
日
に
宮

城
県
内
14
番
目
の
市
と
し
て

誕
生
し
た
富
谷
市
は
、
市
制

施
行
５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

富
谷
宿
開
宿
４
０
０
年
を
記

念
し
て
整
備
さ
れ
た
富
谷
宿

観
光
交
流
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

「
と
み
や
ど
」
に
お
い
て
も
、

市
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
訪

れ
、
来
場
者
数
が
の
べ
10
万

場広のなんみ

　あけの平に居住して38
年。子育ても終わり、何か
自分たちに出来る事はない
かと思いました。
　「地域の友人たちと子育
て世代と高齢者世代の方々
が集う」世代間交流、皆さ
んが「ちょっと行ってみよ
うかな、みんなでお茶を飲
んで多くの方が気兼ねなく集える場所」を立ち上げ、４年目になりま
す。それが「行ってみよう会」の活動です。あけの平１丁目会館を拠
点に地域住民の居場所づくりとして多くの方にご参加頂いています。
　季節ごとにクリスマスツリーづくり、七夕づくり、紙芝居、クイズ、
ゲーム、市民歌と体操他にコーラスの先生を招き楽しく歌いました。
　牛乳パックで箱づくり、たまには真面目に健康についての講話を頂
きました。毎月第二、第四木曜日10時から100円の参加費を頂きコー
ヒー、お菓子で２時間過ごして頂いております。
　昨年からコロナ禍でお休みが多くなかなか会えてなかったですが、
これからも皆様と楽しい時間を過ごしたいと思います。

山
やま
田
だ
秀
ひで
子
こ

さん（あけの平）

地域の集い
「行ってみよう会」色づく桜並木  富谷市役所

　青空に浮かぶ羽雲（はねぐも）、
アクセス道路両側の桜の紅葉と松。
　そろそろ暖かいものが欲しくな
る時期ですね。

＜表紙紹介＞

未来へはばたけ とみやっ子 富谷保育所

　
富
谷
市
に
は
四
ヶ

所
の
公
立
保
育
所
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
中

の
ひ
と
つ
が
、
開
所

し
て
三
十
年
に
な
る

富
谷
保
育
所
で
す
。

　
当
保
育
所
に
は
広

い
所
庭
が
あ
り
、
天

気
が
良
い
日
に
は
子

ど
も
た
ち
の
元
気
な

声
が
響
き
ま
す
。
マ

ラ
ソ
ン
か
ら
始
ま
り
、

フ
ー
プ
、
ハ
ー
ド
ル
、

バ
ラ
ン
ス
バ
ー
を

使
っ
て
の
サ
ー
キ
ッ

ト
遊
び
。
た
く
さ
ん
身
体
を

動
か
し
、
体
力
作
り
を
し
な

が
ら
遊
ん
で
い
ま
す
。

　
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
も
砂

遊
び
や
築
山
登
り
な
ど
を
楽

し
み
、
可
愛
い
笑
顔
を
見
せ

て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
年
齢
に
合
っ
た
経
験
を
積

み
重
ね
る
こ
と
で
、
友
達
に

手
を
差
し
の
べ
る
姿
や
「
頑

張
れ
、
す
ご
い
ね
」
と
い
う

言
葉
が
自
然
に
聞
か
れ
る
な

ど
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
も

育
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち

の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
共

に
愛
情
を
か
け
て
育
て
て
い

け
る
「
共
育
て
」
が
で
き
る

保
育
所
で
あ
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

編
集
後
記
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